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一般・特別会計予算の概要
令和２年度

　清瀬市の令和2年度予算は、台風などの自然災害対策、
低所得者への支援や子育て世代への支援をはじめとする
福祉施策の充実、老朽化した公共施設の改修など、さま
ざまな行政課題に積極的に対応する予算となっていま
す。
　しかし、こうした多額の財政需要に対しては、市税や
地方交付税のほか、地方消費税交付金の増額が見込まれ
るものの、財政調整基金による繰り入れで対応せざるを
得ないなど、財政状況は依然として厳しいものとなって
います。以下に、令和2年度予算の概要をお知らせしま
す。なお、予算編成の基本方針については、市ホームペ
ージからご覧いただけますので、
そちらもご参照ください。
問財政課財政係☎042-497-1810

◆�市税は、税制改正による法人税割の税率引下げにより法人市民税の減
収が見込まれるものの、個人市民税の増収が見込まれるため、全体で
は前年度よりも1億1,678万円増額の95億7,432万円となっています。

◆�国庫支出金は、小学校校舎大規模改造工事に係る経費が減額となりま
したが、都市計画街路事業の増額や幼児教育・保育無償化に係る経費
の増額などにより、前年度比3.2％増の62億6,505万円となっていま
す。
◆都支出金は、幼児教育・保育無償化に係る経費の増額やコミュニティ
　ハウス事業の皆増などにより前年度比8.5％増の53億515万円となっ
　ています。
◆�地方交付税は、国の予算額が2.5％（4,073億円）の増額となったこと
や令和元年度の交付額を参考に40億6,000万円と見込んでいます。
◆�繰入金は、新庁舎建設事業などに伴う公共施設整備基金の繰り入れに
より、前年度比70.8％増の20億33万円となっています。

◆�民生費は、自立支援給付費の増や幼児教育・保育無償化に係る経費の
増により、前年度よりも2�億6,731万円の増額となっています。

◆�総務費は、新庁舎建設事業の増により、前年度よりも19億4,776万円
の大幅な増額となっています。
◆�教育費は、下宿地域市民センター耐震改修工事の皆増などにより、前
年度よりも2億1,514万円の増額となっています。

◆�衛生費は、戸別収集やかん収集業務の委託化の皆増などにより、前年
度よりも8,185万円の増額となっています。
◆�土木費は、都市計画街路事業の増や区画整理事業の皆増などにより、
前年度よりも4億5,025万円の増額となっています。

◆�農林業費は、都市農業活性化支援事業の皆増により、前年度よりも
1,290万円の増額となっています。

◆�商工費は、プレミアム付商品券事業の皆減により前年度よりも7,377
万円の減額となっています。

区　分 令和2年度 令和元年度 増減率
一般会計 337億円 307億6,300万円 9.5%

168億3,400万円 166億4,400万円 1.1%
国民健康保険事業 80億600万円 80億5,700万円 －0.6%
駐車場事業 7,900万円 7,900万円 0.0%
介護保険 66億9,400万円 65億1,800万円 2.7%
後期高齢者医療 20億5,500万円 19億9,000万円 3.3%

合　計 505億3,400万円 474億700万円 6.6%

特別会計

区　分 令和2年度 令和元年度 増減率

収益的収支 収入 11億9,535万円 11億5,406万円 3.6%
支出 11億3,137万円 11億1,460万円 1.5%

資本的収支 収入 2億1,768万円 1億7,555万円 24.0%
支出 5億4,760万円 5億1,472万円 6.4%

下水道事業会計

各 会 計 別 予 算 額
●一般会計とは…福祉、教育、
道路整備などの基本的な行政
サービスを行うための会計の
ことです。
●特別会計とは…特定の目的
のための会計で、清瀬市は地
方公営企業法を適用している
下水道事業会計を含め、5つ
の特別会計があります。

一般会計337億円の内訳

歳入 歳出 民生費 50.3%
169億6,570万円

市税 28.4%
95億7,432万円
市民税・固定資産税・
軽自動車税・市たば
こ税など

高齢者・障害者福祉
や子育て支援など

国・都支出金34.3%
115億 7,021万円
国や都からの負担金、補助
金、委託金

地方交付税 12.1%
40億6,000万円
国からの調整財源

市債 9.8%
32億9,300万円
金融機関などからの借入金

地方消費税交付金 4.8%
16億2,900万円
消費税のうち市への配分金繰入金 5.9%

20億33万円
基金の繰り入れなど

総務費 19.3%
65億2,015万円
市役所の運営など

教育費 9.4%
31億5,719万円
小・中学校教育、生涯
学習・スポーツなど

公債費 5.8%
19億4,991万円
市債の返済

衛生費 5.5%

土木費 5.2%

その他1.5%

消防費 3.0%

18億3,893万円

17億5,640万円

5億1,357万円

9億9,816万円

健康づくり、ごみの処理など

道路・公園の
整備など

議会費、農林業
費など

防災対策事業など

歳入の状況 歳出の状況

市民一人当たりに置き換えた歳出額 人口74,636 人（令和 2年 1月 1日現在）

民生費

227,313 円 

総務費

87,359 円 

教育費

42,301 円 

公債費

26,126 円 

衛生費

24,639 円 

土木費

23,533 円 

その他

20,254 円 

一人当たり合計

451,525 円

その他 4.7%
15億7,314万円
使用料及び手数料
諸収入・財産収入など

※各数値は端数処理の関
係上、合計と一致しない
場合があります。

予算のポイント

安全でうるおいのある暮らしができるまち

子どもたちを健やかに育むまち
◇任意予防接種事業
　インフルエンザ予防接種費助成について、対象者を
中学生以下のすべての子どもに拡充します（1回に付き
2,000円助成）。風しん抗体検査について、41歳～58歳
の男性に実施します。

◇中学校体育館空調設備整備実施設計・工事
◇小学校体育館空調設備整備実施設計
　児童生徒へ熱中症対策と災害発生に伴う避難所としての役割を充実させ
るため、市内小・中学校全校の体育館へ空調設備を整備します（小学校体
育館空調設備整備工事は令和3年度に実施予定）。

1 億6,300万円

1,600万円

　自動車のペダルの踏み間違いなどによる急加速を抑制する装置を高齢者
が新たに購入、設置した場合の経費の一部を補助します。

◇高齢者安全運転支援装置補助金の創設 100万円

2,631万円

◇清瀬駅南口地域児童館整備基本計画策定
　これまで実施した市民意見交換会等の結果を踏まえ、今後はさらに市民
会議や市民ワークショップ等を開催しながら、当該複合施設の基本計画を
令和3年度にかけて1,500万円で策定します。

◇子育てクーポン事業
　幼稚園や保育園の給食費に利用できるよう拡充します。

2,323万円

◇コミュニティハウス事業
　学校を拠点とした持続可能な地域づくりを推進するため、
東京都と連携し、清瀬中学校の敷地内に地域交流拠点（コミュ
ニティハウス）を設置します。令和2年度は拠点を整備します。

9,000万円

都市格が高いまち
◇市制施行50周年記念事業 694万円

　記念式典、市内3大学連携事業、3市（清瀬市・東久留
米市・西東京市）周年連携事業などを行います。

◇市公式ホームページのリニューアル
　10月の公開に向けて、リニューアル作業を進めています。

2,399万円

◇公共施設再編計画（地域レベル編）策定 1,200万円

詳しくはこちら

◇下宿地域市民センター耐震改修工事 5 億2,000万円

◇防災ハザードマップの更新
220万円

現在の防災ハザードマップ

◇公共施設個別施設計画策定 700万円

健幸でともに支え合うまち

◇健幸ポイント事業 1,638万円

　市内在住の20歳以上、定員1,000人を対象に実施しま
す。また、市内飲食店等による株式会社タニタ監修メニ
ューの提供も開始します。

◇受動喫煙防止対策として禁煙治療費助成
　受動喫煙防止への取り組みの一環として、市内在住の
20歳以上の方を対象に、保険が適用される禁煙外来の
治療費を助成します（上限1万円）。 20万円

◇がん検診推進事業
　これまでは55歳以上の各種がん検診について、自己負担を免除して実
施していましたが、その対象を50歳以上に拡充します。また、胃・大腸
・肺の各がん検診を同時に受診できるセット検診の定員を拡充します。

3,107万円

◇（仮称）野塩集会施設建設工事実施設計
　高齢者を含めた地域住民が幅広く利用できる施設の設計を行います。

300万円

◇生活困窮者自立支援事業 6,387万円

豊かな自然と調和した住みやすく活気あるまち

◇「（仮称）花のある公園」整備に向けた取り組み 1,350万円

　公園整備設計やプレパーク事業等を実施します。

◇ニンニンスクラッチ事業
　商店街をはじめとする地域の活性化を目的に清瀬商工会と連携し、「き
よせニンニンスクラッチ事業」を行います。

600万円

コスモスの種まき（昨年）

◇ごみ分別マニュアル作成
313万円

現
在
の
マ
ニ
ュ
ア
ル

◇柳瀬川右岸5号雨水幹線整備に伴う設計業務 4,800万円

◇都市計画街路事業（東3・4・17号線） 4 億8,205万円

1,022万円◇市道0103号線バス停待避所整備

800万円◇ペデストリアンデッキ補修工事実施設計

◇街路灯LED化工事 3,000万円

　令和2～4年度の3か年計画で全1,400基をLED
化します。

◇英語指導助手（ALT）の拡充
　小学3～6年生において、5時間拡充します。

1,600万円

新庁舎建設に向けた取り組み
◇新庁舎建設工事
◇工事監理業務
◇工事管理支援業務
　令和3年5月の新庁舎開設に向け、第1期建設工事を行います。

30 億2,800万円

2,770万円

900万円 令和2年3月30日撮影

新型コロナウイルス感染症の影響により、開催予定の催しなどが中止や延期になる場合があります。


